
第
六
編

『
姶
良
地
域
農
業
の
動
向
』
姶
良
地
域
農
政
推
進
協
議
会
・
加

治
木
農
林
事
務
所
平
成
八
年

『
姶
良
地
方
の
研
究
』
鹿
児
島
女
子
師
範
学
校
・
県
立
第
二
高

等
女
学
校
発
行
昭
和
十
年

『
明
る
い
選
挙
推
進
の
手
引
き
』
松
尾
徹
人
平
成
四
年

『延
喜
式
』
巻
九
・
十
黒
田
勝
美
編
吉
川
弘
文
館
昭
和

五
十
六
年

『
鹿
児
島
史
学
』
「
大
隅
国
中
世
寺
社
の
一
考
察
ー
特
に
台
明
寺

を
中
心
に
ー
」
小
薗
公
雄
一
九
八

0
年

『
か
ご
し
ま
文
学
案
内
』
鹿
児
島
女
子
大
学
国
文
学
会
編
春

苑
堂
書
店
平
成
元
年

『鹿
児
島
県
議
会
史
』
鹿
児
島
県
議
会
編
一
九
七
一
年

『
鹿
児
島
県
教
育
史
』
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
昭
和
三
十
六

•
六
十
年

『鹿
児
島
の
教
育
』
上
・
下
山
下
巌

『鹿
児
島
銀
行
五
十
年
史
』
鹿
児
島
銀
行

参
考
文
献

昭
和
五
十
六
年

昭
和
五
十
五
年

『鹿
児
島
県
警
察
史
』
上
・
下
巻

員
会
昭
和
四
十
七
年

『
鹿
児
島
県
警
察
風
土
記
』
鹿
児
島
県
警
察
本
部
平
成
六
年

『
か
ご
し
ま
戦
後
五

0
年
』
南
日
本
新
聞
社
平
成
七
年

『
鹿
児
島
県
史
三
』
鹿
児
島
県
昭
和
四
十
二
年

『鹿
児
島
県
史
五
』
鹿
児
島
県
昭
和
四
十
三
年

『
鹿
児
島
県
消
防
史
』
鹿
児
島
県
消
防
協
会
警
察
庁
編
平

成
元
年

『
鹿
児
島
県
市
町
村
変
遷
史
』
鹿
児
島
県
総
務
部
編
纂
昭
和

四
十
三
年

『
鹿
児
島
県
統
計
書
』
鹿
児
島
県
昭
和
二
十
三
年

『
鹿
児
島
県
統
計
年
鑑
』
鹿
児
島
県
昭
和
二
十
八
年

『
鹿
児
島
県
の
中
世
城
館
跡
』
鹿
児
島
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報

告
書

(43)

鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
昭
和
六
十
二
年

『鹿
児
島
県
の
農
林
業
』
鹿
児
島
県
企
画
部
統
計
課
一
九
九

0
•

一
九
九
五
年

『
鹿
児
島
県
の
歴
史
』
原
口
虎
雄

山
川
出
版
社

一
九
九
〇

年『
鹿
児
島
県
法
規
集
』
鹿
児
島
県
総
務
部
学
事
文
書
課

『鹿
児
島
新
報
』
「
さ
つ
ま
の
山
城
油

5
0
5
1
5
2
」

平
成

鹿
児
島
県
警
察
史
編
纂
委
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五
年
七
月
二
十
六
日
、
八
月
ニ
・
九
日
付

『鹿
児
島
県
方
言
辞
典
』
橋

口

満

桜

楓

社

年

．

『鹿
児
島
の
歴
史
』
鹿
児
島
県
社
会
科
教
育
研
究
会
高
等
学
校

歴
史
部
会
大
和
学
芸
図
書
昭
和
五
十
五
年

『鹿
児
島
県
林
業
史
』
鹿
児
島
県
林
業
史
編
さ
ん
協
議
会
平

成
五
年

『角
川
日
本
地
名
大
辞
典
鹿
児
島
県
』
角
川
書
店
昭
和
五

十
八
年

『
合
併
促
進
協
議
会
関
係
綴
』
東
襲
山
村
役
場
昭
和
二
十
五

年『学
校
要
覧
』
国
分
市
内
各
小
中
学
校
沿
革
史
各
年
度

『鹿
児
島
史
料
』
旧
記
雑
録
前
編
鹿
児
島
県
昭
和
五
十
四
年

『
郷
土
史
』
上

野

繁

編

昭

和

十

年

『
郷
土
の
史
跡
遺
跡
』
国
分
市
教
育
委
員
会
昭
和
四
十
五
年

『郷
土
資
料
』
東
国
分
村
教
育
会
昭
和
五
年

『清
水
村
村
是
』
清
水
村
明
治
三
十
八
年

『清
水
村
郷
土
資
料
第

一
巻
』
清
水
村

『清
水
村
名
所
旧
跡
改
帳
』
清
水
村

『清
水
村
史
料
』
清
水
村
大
正
四
年

昭
和
六
十

第
一
編
』
「
薩
藩
旧
伝
集
」
薩
藩
叢
書
刊
行
会

潔

『
霧
島
の
歌
』
与
謝
野
寛

・
晶
子
昭
和
四
年

『覺
藩
名
勝
考
』
復
刻
版
鹿
児
島
県
昭
和
五
十
七
年

『現
行
法
規
総
覧
』
衆
議
院
法
制
局
・
参
議
院
法
制
局
編
集

『

国
分
郷
土
誌
』

国
分
市
昭
和
三
十
五

•

四
十
八
年

『国
分
町
市
制
施
行
に
関
す
る
資
料
』
東
襲
山
支
所

十
九
年

『
国
分
市
勢
要
覧
』
国
分
市
役
所
各
年
度

『
国
分
市
中
世
城
館
調
査
報
告
書
』
本
田

昭
和
六
十
二

鹿
児
島
地
方
史
学
会

年『国
分
村
誌
』
国
分
尋
常
高
等
小
学
校
大
正
七
年

『国
分
の
古
蹟
』
守
屋
奈
賀
登
・
桑
幡
公
幸
明
治
三
十
六
年

『国
分
町
史
蹟
』
国
分
町
昭
和
十
五
年

『国
分
町
町
勢
要
覧
』
国
分
町
役
場
大
正
十
五
年

『国
分
諸
古
記
』
野
村
泰
道
家
蔵

『
工
業
技
術
庁
調
査
報
告
書
』

『在
外
私
有
財
産
実
施
調
査
表
』
鹿
児
島
引
揚
者
同
盟
国
分
支

部
昭
和
三
十
九
年

『薩
隅
日
地
理
纂
考
』
復
刻
版

四
十
六
年

『薩
藩
叢
書

昭
和

昭
和
二
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明
治
四
十
一
年

『
三
国
名
勝
図
会
』
（
天
保
十
四
年
）
復
刻
版

社
昭
和
五
十
七
年

『し
き
ね
』
閉
校
記
念
誌
敷
根
小
学
校
昭
和
五
十
年

『敷
根
』
創
立
八
十
八
周
年
記
念
敷
根
小
学
校
一
九
六
一

年『島
津
国
史
』
鹿
児
島
県
地
方
史
学
会
昭
和
四
十
七
年

『社
協
の
現
状
』
鹿
児
島
県
社
会
福
祉
協
議
会
昭
和
六
十
一

年
度

『消
防
年
報
』
国
分
地
区
消
防
組
合
平
成
八
年

『続

日

本

紀

巻

、一
』
青
木
一
夫
ほ
か
岩
波
書
店
一
九
八

九
年

．

『神

社

誌

下

』
「
神
社
明
細
帳
」

『西
藩
野
史
』
巻

之

十

得

能

道

昭

薩

藩

叢

書

刊

行

会

伊

地
知
茂
七
校
訂
明
治
四
十
二
年

『戦
略
戦
術
兵
器
事
典
日
本
戦
国
編
』
学
習
研
究
社
一
九

九
四
年
．

4

『創
立
七
十
周
年
記
念
誌
』
鹿
児
島
県
立
国
分
高
校
昭
和
五

十
九
年

『た
ば
こ
の
話
あ
れ
こ
れ
』
日
本
専
売
公
社
管
理
調
整
本
部
広

図
書
出
版
青
潮

報
課
昭
和
四
十
四
年

『
中
世
郷
土
史
研
究
法
』
「
中
世
の
生
産
技
術
」
阿
部
猛

書
店
昭
和
四
十
四
年

．

『東
西
遊
記
』
2

平
凡
社
一
九
九
二
年

『同
窓
會
報
第
二
回
記
念
号
』
上
小
川
校
同
窓
会
昭
和
三

年『平
成
七
年
度
文
化
財
研
修
講
座
』
「
中
世
の
山
城
に
つ
い
て
」

三

木

靖

平

成

七

年

『
平
家
物
語
長
門
本
』
国
書
刊
行
会
昭
和
四
十
九
年

『七
十
年
史
』
鹿
児
島
県
国
分
実
業
高
等
学
校
昭
和
五
十
二

年『日
本
史
大
事
典
第

一
巻
』
平
凡
社
一
九
九
二
年

『
日
本
史
辞
典
』
角
川
書
店
一
九
九
六
年

『
日
本
史
用
語
辞
典
』
柏
書
房

一
九
九
二
年

『
農
業
を
考
え
る
時
代
』
渡
部
忠
世
農
山
漁
村
文
化
協
会

一
九
九
六
年

『農
業
セ
ン
サ
ス
』
鹿
児
島
県
昭
和
二
十
九
年

『ハ

イ
テ
ク
機
器
の
し
く
み
が
わ
か
る
本
』
成
美
堂
出
版
編

一
九
九
七
年

『
八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
』
中
野
幡
能

吉
川
弘
文
館

昭
和

朝
倉
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五
十
九
年

『
日
枝
神
社
明
細
帳
』
日
枝
神
社
編
明
治
四
十
年

『
広
瀬
の
う
つ
り
か
わ
り
』
広
瀬
公
民
館
平
成
三
年

『
東
襲
山
郷
土
史
』
東
襲
山
村
昭
和
九
年

『
府
中
誌
』
東

郡

彦

昭

和

五

十

五

年

『
翻
刻
・
其
み
ち
の
く
』
大
内
初
夫
「
其
み
ち
の
く
」
雅
松
編

昭
和
四
十
七
年

『
松
木
の
む
か
し
』
松
木
公
民
館
平
成
六
年

・
『
道
帳
』
国
分
市
立
図
書
館
蔵
文
政
六
年

『
南
日
本
新
聞
』
南
日
本
新
聞
社

「
新
し
い
食
と
農
の
か
た
ち
」
平
成
八
年
十
二
月
二
十
日
付

「
社
説
」
平
成
九
年
四
月
十
三
日
付

「
鹿
児
島
の
山
城
」
三
木
靖
平
成
七
年
十
二
月
二
十
四

日
付

「
郷
土
の
く
ら
し
一
世
紀
浦
」
昭
和
三
十
一
年
五
月
二
十

八
日
付

「
錦
江
湾
の
憂
い

1
¥
9
」
平
成
七
年
七
月
三

S
十
五
日
付

『
山
口
誓
子
』
栗
田
靖
桜
楓
社
昭
和
六
十
二
年

『
臨
空
国
際
産
業
都
市
』
鹿
児
島
県
昭
和
五
十
七
年

第
七
編

『
姶
良
地
方
の
研
究
』
鹿
児
島
女
子
師
範
学
校
・
県
立
第
二
高

等
女
学
校
発
行

．昭
和
十
年

．

．

 

『
鹿
児
島
・
沖
縄
わ
ら
べ
歌
』
久
保
け
ん
お
ほ
か
柳
沢
書
店

昭
和
五
十
五
年

『
鹿
児
島
県
郷
土
料
理
全
書
』
今
村
知
子
南
日
本
新
聞
開
発

セ
ン
タ
ー
昭
和
五
十
四
年

『
鹿
児
島
県
大
百
科
事
典
』
南
日
本
新
聞
社
昭
和
五
十
六
年

『
鹿
児
島
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
十
二
集
』
「
民
俗
資
料
調
査

報
告
書
」
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
一
九
六
五
年

『
鹿
児
島
の
民
俗
暦
』
小
野
重
朗
海
鳥
社
一
九
九
二
年

『
か
ご
し
ま
文
化
の
表
情
衣
食
住
編
』
南
日
本
新
聞
社
制
作

鹿
児
島
県
県
民
福
祉
部
県
民
生
活
課
平
成
四
年

『
鹿
児
島
県
方
言
辞
典
』
嶋
戸
貞
良
国
書
刊
行
会
昭
和
五

十
五
年

『
か
ご
し
ま
民
俗
散
歩
』
小
野
重
朗
南
日
本
出
版
文
化
協
会

昭
和
四
十
一
年

『
鹿
児
島
県
の
歴
史
』
県
社
会
教
育
研
究
会
高
等
学
校
歴
史
部

会
編
大
和
学
芸
図
書
昭
和
五
十
五
年

『
か
ご
し
ま
わ
ら
べ
う
た
』
鹿
児
島
県
小
学
校
音
楽
教
育
研
究
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会
編
評
価
問
題
研
究
所
昭
和
五
十
九
年

『葛
山

民

俗

十

号
』
鹿
児
島
県
立
東
高
校
生
徒
会

十
年

『
郷
土
史
』
上
野
繁
編
昭
和
十
年

『
清
水
村
村
是
』
清
水
村
明
治
三
十
八
年

『九
州
の
民
家
常
民
文
化
叢
書
〈
10
〉』

小
野
重
朗

昭
和
五
十
七
年

『
草
木
染

・
糸
染
の
基
本
』
山
崎
青
樹
美
術
出
版
社

七
八
年

『
国
分
郷
土
誌
』
国
分
市
昭
和

三
十
五
•
四
十
八
年

『国
分
町
町
勢
要
覧
』
国
分
町
役
場
大
正
十
五
年

『
子
ど
も
の
遊
び
』
中
種
子
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
平
成
四

年『
薩
隅
日
地
理
纂
考
』
鹿
児
島
県
教
育
会
復
刻
版
鹿
児
島

県
地
方
史
学
会
昭
和
四
十
六
年

『
薩
摩
見
聞
記
』
本
富
安
四
郎
明
治
三
十
一
年
東
陽
堂

『
三
国
名
勝
図
会
中
巻
』
南
日
本
出
版
文
化
協
会
昭
和
四

十
一
年

『
食
生
活
の
歴
史
』
瀬
川
清
子
講
談
社
昭
和
四
十
三
年

『日
本
の
食
生
活
全
集
鹿
児
島
』
農
山
漁
村
文
化
協
会

一
九

慶
友
社

昭
和
五

熙

第
一
書
房

九
八
九
年

『日
本
の
郷
土
料
理
』
ド
メ
ス
出
版
昭
和
五
十
三
年

『日
本
の
民
俗
鹿
児
島
』
村

田

熙

第

一

法

規

出

版

和
五
十
年

『
日
本
の
民
俗
宮
崎
』
田
中
熊
雄
第
一
法
規
出
版
昭
和

四
十
八
年

『日
本
昔
話
通
観
二
十
五
鹿
児
島
』
同
朋
舎
出
版
一
九
八

十
年

『日
本
名
菓
辞
典
』
守

安

正

東

京

堂

出

版

一

九

七

一

年

『日
本
庶
民
生
活
誌
』
宮
本
常
一
中
央
公
論
社
一
九
九
三

年『

日
本
人
の
し
き
た
り
•
も
の
し
り
辞
典

』

大
和
出
版

八
五
年

『八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
』
中
野
幡
能
吉
川
弘
文
館

五
十
九
年

『東
襲
山
郷
土
史
』
東
襲
山
村
昭
和
九
年

『府
中
誌
』
東

郡

彦

昭

和

五

十

五

年

『椋
鳩
十
全
集
』
「
日
当
山
保
儒
物
語
」
ポ
プ
ラ
社

年『南
九
州
の
庶
民
生
活
』
村
田

一
九
九
四

一
九
八
九

昭
和

一
九 昭
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房『用
と
美
』
南
日
本
新
聞
社
編

未
来
社

一
九
六
六
年

年『都
城
市
史
別
編
』
都
城
市
平
成
八
年

『南
日
本
新
聞
』「
郷
土
の
く
ら
し
一
世
紀
衣
生
活
」

健

吉

昭

和

三
十

一
年
四
月
二
十
四
日
付

『南
九
州
の
民
俗
文
化
』
法
政
大
学
出
版
局
一
九
九

0
年

『南
日
本
文
化
史
』
川
越
政
則
昭
和
二
十
五
年

『南
日
本
民
俗
の
探
究
』
下
野
敏
見
八
重
岳
書
房
昭
和
六

十
一
年

『民
俗
学
辞
典
』
民
俗
学
研
究
所
東
京
堂
昭
和
二
十
六
年

『村

田

熙

選

集
2

南
九
州
民
俗
誌
』
村

田

熙

第

一

書

一
九
九
四
年

築
地
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員

委

員
ll 

編
さ
ん
委
員
会

委
員
長
（
教
育
委
員
会

教
育
長
）
立
山

（
 

教
育
次
長

・
総
務
企
画
部
長

総
務
課
長

・
企
画
課
長

・
財
政
課
長

教
育
委
員
会
総
務
課
長

・
同
学
校
教
育
課
長

同
社
会
教
育
課
長

・
同
社
会
体
育
課
長

国
分
市
立
国
分
中
央
高
等
学
校
事
務
長

編
さ
ん
専
門
委
員

（執
筆
者
）

委

員

長

甲

斐

保

之

副
委
員
長
花
薗
正
志

委

後

藤

良

雄

・
小
野
郁
子

・
中
野

II 

”
 
）
樋
園

博
•

福
元
静
男

巖
（
平
成
九
年
十
月
四
日
ま
で
）

正
仁
（
平
成
九
年
十
月
五
日
か
ら
）

監
修総

監
修
五
味
克
夫
（
鹿
児
島
大
学
名
誉
教
授
）

民
俗
編
監
修

川
野
和
昭
（
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
）

〈
国
分
郷
土
誌
〉

編
さ
ん
関
係
者
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編
さ
ん
事
務
局

図
書
館
長
松
元
政
和

総
務
係
星
原
敏
・
川
辺
喜
三
郎

図
書
係
肥
後
宏
・
隈
元
智
子
・
湊
ゆ
か
り

前
畑
義
和
・
伊
地
知
和
枝

荒
田
義
國
・
服
部
典
孝
・
古
川
繁
郎

石
原
常
美
•
前
田
國
正

編
さ
ん
協
力
員
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新
郷
土
誌
の
発
行
は
、
市
制
四
十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
企
画
さ
れ
、
平
成
五
年
二
月
か
ら
編
さ
ん
事
業
を
開
始
し
た
。

そ
れ
か
ら
五
か
年
あ
ま
り
の
歳
月
を
経
て
、
平
成
十
年
六
月
、
よ
う
や
く
上
・
下
巻
、
資
料
編
の
三
冊
、
全
三

0
0
0
ペ
ー
ジ
・

掲
載
写
真
約
一

0
0
0点
、
表
・
図
類
約
四

0
0点
に
及
ぶ
新
国
分
郷
土
誌
刊
行
の
大
事
業
を
終
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

五
年
と
い
う
歳
月
を
長
い
と
み
る
か
、
短
い
と
み
る
か
、
人
に
よ
っ
て
判
断
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
ろ
う
。
と
も
か
く
、
今
、
下
巻
を

上
梓
す
る
に
あ
た
り
、
正
直
な
と
こ
ろ
や
っ
と
こ
こ
ま
で
漕
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
、
達
成
感
と
安
堵
感
で
、
文
字
通
り

感
無
量
の
思
い
が
去
来
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
上
巻
あ
と
が
き
L

に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
本
市
は
昭
和
三
十
五
年
・
同
四
十
八
年
の
二
回
に
わ
た
っ
て
郷
土
誌
を

発
行
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
当
時
の
先
輩
学
兄
に
よ
る
、
豊
か
な
内
容
を
持
っ
た
価
値
高
い
市
誌
で
あ
る
。

当
初
の
計
画
で
は
、
こ
れ
ら
旧
・
前
市
誌
の
記
述
内
容
を
底
本
に
し
て
、
新
し
く
追
加
す
る
事
項
や
、
加
除
訂
正
事
項
な
ど
を
検

討
し
て
作
成
す
る
と
い
う
方
針
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
前
市
誌
発
行
後
の
二

0
年
の
歳
月
の
な
か
で
、
本
市
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

政
治
・
経
済
・
社
会
・
文
化
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
大
き
く
変
貌
し
つ
つ
あ
り
、
ま
た
、
考
古
学
上
の
新
発
見
や
、
歴
史
上
の

未
解
明
部
分
の
究
明
も
な
さ
れ
て
き
て
い
た
。
以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
委
員
の
間
か
ら
全
面
改
訂
を
の
ぞ
む
声
が
高
ま
り
、
先

に
述
べ
た
よ
う
に
三
分
冊
か
ら
な
る
新
郷
土
誌
を
編
さ
ん
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

執
筆
に
際
し
て
は
、
市
民
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
に
親
し
ま
れ
る
郷
土
誌
づ
く
り
を
目
指
す
と
と
も
に
、
一
方
、
学
術
的
研
究
の

参
考
資
料
と
し
て
も
対
応
で
き
る
郷
土
誌
を
つ
く
る
こ
と
を
、
基
本
方
針
と
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
言
う
は
易
く
行
う
は
難

し
の
言
葉
通
り
、
両
立
さ
せ
る
こ
と
は
至
難
の
技
で
あ
っ
た
。
特
に
古
文
書
・
文
献
等
は
、
古
文
体
、
文
語
体
、
漢
文
体
の
も
の
が

多
く
、
そ
の
取
扱
い
に
は
腐
心
し
た
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
資
料
編
に
は
本
市
関
係
の
貴
重
な
古
文
書
・
文
献
等
を
可
能
な
か
ぎ

あ

と

が

き
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南

り
原
文
の
ま
ま
登
載
し
、
必
要
に
応
じ
て
解
説
等
を
付
記
し
た
。

「
郷
土
誌
は
足
で
書
け
」
と
よ
く
言
わ
れ
る
。
資
料
の
発
掘
・
散
逸
し
た
資
料
の
発
見
・
旧
家
の
土
蔵
調
査
・
石
造
物
調
査
・
墓
地

調
査
・
山
城
や
旧
跡
の
現
地
探
訪
・
古
老
か
ら
の
聞
き
取
り
・
官
公
庁
や
事
業
所
巡
り
・
各
種
資
料
の
収
集
・
写
真
撮
影
な
ど
、
文

字
通
り
市
内
外
を
経
巡
り
回
っ
た
。
更
に
不
慣
れ
な
原
稿
執
筆
、
校
正
な
ど
、
時
に
は
夜
を
徹
し
て
の
難
行
苦
行
の
日
々
も
あ
っ

た。
こ
の
間
、
執
筆
半
ば
に
し
て
委
員
の
病
没
や
辞
任
に
よ
り
、
暗
礁
に
乗
り
上
げ
る
思
い
を
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
新
た
に
二
人

の
委
員
の
参
加
を
得
、
心
強
い
限
り
で
あ
っ
た
。

．

＇

，

幸
い
に
し
て
、
総
監
修
に
鹿
児
島
大
学
名
誉
教
授
・
鹿
児
島
女
子
大
学
教
授
の
五
味
克
夫
先
生
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

’先

生
に
は
、
公
私
と
も
に
極
め
て
ご
多
忙
な
な
か
に
、
時
間
を
さ
い
て
い
た
だ
き
、
私
ど
も
編
さ
ん
専
門
委
員
（
執
筆
委
員
）
の
っ
た

な
い
原
稿
に
つ
ぶ
さ
に
目
を
通
さ
れ
、
ご
指
導
を
賜
っ
た
。
ま
た
直
接
市
内
の
旧
跡
等
を
委
員
と
共
に
実
地
調
査
さ
れ
、
そ
の
保
存

や
活
用
な
ど
に
つ
い
て
貴
重
な
お
話
を
お
伺
い
す
る
こ
と
も
で
き
た
。

バ、

更
に
民
俗
編
の
監
修
を
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
の
川
野
和
昭
先
生
に
ご
依
頼
し
、
専
門
的
な
立
場
か
ら
の
ご
懇
切
な
ご
指

導
に
よ
り
、
民
俗
編
を
脱
稿
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

｀

た
だ
、
全
編
の
構
成
・
執
筆
事
項
等
に
つ
い
て
、
当
方
の
都
合
で
事
前
に
先
生
方
の
ご
指
導
を
十
分
お
受
け
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

本
郷
土
誌
が
こ
う
し
て
世
に
出
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
両
先
生
の
ご
尽
力
の
た
ま
も
の
で
あ
り
、
改
め
て
深
甚
の
謝
意
を
表
し

た
し下

巻
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
左
記
の
先
生
方
に
そ
れ
ぞ
れ
専
門
の
分
野
で
の
ご
執
筆
を
依
頼
し
、
玉
稿
を
い
た
だ
い
た
。

称
略
）財

政

春
雄
（
国
分
市
収
入
役
）

（敬
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宗
教
平
田
信
芳
（
郷
土
史
家
）

石
塔

・
石
造
物
松
田
誠
（
県
立
福
山
高
等
学
校
）

仮
面
出
村
卓
三
（
県
立
沖
永
良
部
高
等
学
校
）

更
に
、
下
巻
執
筆
中
の
平
成
九
年
五
月
、
本
市
に
と
っ
て
こ
の
上
な
い
ビ
ッ
グ
ニ
ュ

ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。
「
上
野
原
テ
ク

ノ
パ
ー
ク
」
の
第
四
工
区
か
ら
、
「
縄
文
時
代
早
期
前
葉
（
約
九
五

0
0年
前
）
の
定
住
化
し
た
国
内
最
古
級
で
、
か
つ
最
大
規
模

の
集
落
遺
跡
」
が
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
「
上
野
原
遺
跡
」
の
名
は
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
全
国
に
広
ま
り
、
多
く
の
考
古
学
研
究

者
が
来
訪
し
、
一
般
見
学
者
も
二

0
万
人
を
超
え
た
。

．

1

編
さ
ん
委
員
会
で
は
、
こ
の
「
上
野
原
遺
跡
」
を
別
編
と
し
て
掲
載
す
る
こ
と
に
決
定
し
、
そ
の
執
筆
を
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
の
新
東
晃
一
先
生
に
お
願
い
し
た
。
先
生
は
＂
上
野
原
遺
跡
は
国
分
市
の
宝
で
す
“
と
い
わ
れ
、
ご
多
忙
の
時
間
を
割
い
て
玉

稿
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
。

別
編
上
野
原
遺
跡
新
東
晃
一
（
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

下
巻
の
内
容
に
光
彩
を
放
っ
て
い
た
だ
い
た
五
人
の
先
生
方
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

な
お
、
下
巻
「
現
代
編
」
の
執
筆
に
際
し
て
は
、
資
料
の
調
査
や
提
供
、
校
閲
等
に
つ
い
て
、
市
役
所
各
課
・
市
付
属
機
関
・
市

内
官
公
庁
・
諸
事
業
所
・
市
民
各
位
か
ら
絶
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
ま
た
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

ま
た
、
編
さ
ん
専
門
委
員
個
々
の
執
筆
箇
所
に
つ
い
て
は
、
本
来
な
ら
ば
明
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
章
・
節
•

項
ご
と
に
、
あ

る
い
は
内
容
ご
と
に
、
細
か
く
執
筆
事
項
を
分
担
し
、
と
き
に
は
共
同
執
筆
の
形
を
と
っ
た
り
し
て
、
相
互
検
討
、
相
互
批
正
を
し

あ
い
な
が
ら
筆
を
す
す
め
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
細
か
く
執
筆
箇
所
を
明
示
す
る
こ
と
は
困
難
と
考
え
、
編
さ
ん
専
門
委
員
全
員
に

よ
る
共
同
執
筆
、
共
同
責
任
と
い
う
形
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。
こ
の
点
ご
了
承
を
お
願
い
し
た
い
。

歴
史
は
「
温
故
知
新
」
で
あ
る
と
よ
く
い
わ
れ
る
。
こ
の
郷
土
誌
を
通
し
て
、
多
く
の
市
民
や
読
者
の
方
々
が
、
は
る
か
な
昔
か

ら
語
り
継
が
れ
、
書
き
継
が
れ
、
引
き
継
が
れ
、
発
展
し
つ
つ
あ
る
国
分
市
の
姿
に
触
れ
て
い
た
だ
き
、
大
国
分
市
建
設
へ
の
飛
躍
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平
成
十
年
六
月

編

さ

ん

専

門

委

員

長

甲

斐

保

之

の
足
掛
か
り
と
し
て
本
誌
を
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
編
集
子
と
し
て
の
喜
び
こ
れ
に
過
ぎ
る
も
の
は
な
い
。

ま
た
、
本
誌
の
諸
資
料
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
事
務
局
と
し
て
終
始
そ
の
労
を
と
っ
て
い
た
だ
い
た
、
代
々
の
図
書
館
長
及
び
職

員
の
方
々
、
そ
し
て
図
表

・
原
稿
・
文
献
・
写
真
等
の
整
理
な
ど
の
仕
事
を
し
て
い
た
だ
い
た
、
伊
地
知
和
枝
氏
の
ご
尽
力
に
よ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
特
筆
し
て
お
き
た
い
。

•

9

最
後
に
編
さ
ん
専
門
委
員
一
同
、
自
己
の
能
力
の
範
囲
内
で
遺
漏
の
な
い
よ
う
心
が
け
た
つ
も
り
で
あ
る
が
、
思
わ
ぬ
誤
り
を
見

過
ご
し
て
い
る
点
も
多
々
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
未
解
明
の
事
項
や
研
究
不
足
の
事
項
等
も
あ
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
ご

指
導

・
ご
叱
正
を
賜
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

二
十
一
世
紀
を
迎
え
た
い
つ
の
日
か
に
、
再
び
新
視
点
、
新
歴
史
観
に
立
っ
た
新
し
い
郷
土
誌
が
誕
生
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際

に
本
誌
が
い
さ
さ
か
で
も
役
立
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
念
じ
つ
つ
、
あ
と
が
き
と
し
た
い
。

お
わ
り
に
、
出
版
の
運
び
に
い
た
る
ま
で
の
お
世
話
を
し
て
い
た
だ
い
た
、
第
一
法
規
出
版
株
式
会
社
の
出
澤
洋
氏

・
佐
伯
浩
志

氏
を
は
じ
め
社
員
各
位
に
改
め
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
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